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　3月31日、国立病院機構北陸病院看護師の新型コロナウイルス感染症発症が判明し、病院側では 3 月30 日から院内および宿舎などの消毒を徹底し、 本人と濃厚に接触したと思われる入院患者の個室管理および職員の自宅待機をはじめ、入院 患者・職員全員の健康管理を厳重に開始するとともに、順次PCR検査が実施され、4月9日には関係66検体の陰性が確認されたとのことです。
　病院では、院内感染は回避できたものとして、14日経過後の4月13日月曜から平常受信体制に戻す予定とのことです。
　一方、患者発生以降、病院勤務者の他診療所等の受診が拒否される事態も発生しているとのことです。
　会員の皆様には、これらをご賢察のうえ、北陸病院職員の受診について、これまでと変わらぬ温かいご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し 上げます。 

　参考
　病院ホームページに掲載された、国立病院機構北陸病院院長 坂本 宏先生の
メッセージです。

当院ご利用の皆様、地域関係者の皆様へ（その 3） 
 
 本日、濃厚接触者、入院患者、関係する職員や外部業者など全ての方の陰性が判明し、感 染が疑われる症状も認められませんでした。よって、当院の診療活動を4 月13 日月曜日か ら平常通りに戻します。 
 
この度、当院精神科病棟勤務の看護師が新型コロナウイルスのPCR検査のために3 月30 日から指定医療機関に入院し、翌日感染したことが判明しましたが 4 月 9 日現在まで幸い にも軽症とのことです。当院としては、 3 月30 日から院内および宿舎などの消毒を徹底し、 本人と濃厚に接触したと思われる入院患者の個室管理および職員の自宅待機をはじめ、入院 患者・職員全員の健康管理を厳重に開始するとともに、順次PCR検査を行ってまいりまし た。4 月1 日夜に12名、4 月4 日には20名と当該病棟に勤務する全ての職員が陰性である ことが判明しました。さらに、4 月6 日、7日にPCR検査を（濃厚接触者の2 回目を含む） 34 名行い、本日合計66 検体の陰性が確認されました。以上から院内感染は回避できたと考 えられ、感染した看護師もしっかりと防御策を講じていたものと推察されます。 今後も感染防御、症状観察、自宅待機などは最終接触から14 日間は継続するようにとの 指導を厳守するだけでなく、所轄の厚生センター、県、国立病院機構等と連携を図り、指示、
支援をいただきながら、その後も徹底した感染防御や詳細な症状観察などは続けてまいる所
存です。皆様には大変なご心配、ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでしたがご理解とご 協力をお願いいたします。 また、私自身、本年2 月末には、厚労省および富山県、国立病院機構からの要請で、中 国武漢からチャーター便で帰国した人々が待機していた施設へ富山県DPAT（災害派遣精 神医療チーム）として、当院の2 名の職員（看護師、事務職）とともに出向きました。そ こでは、厚労省をはじめたくさんの省庁や自衛隊の若者や各自治体からのDMAT（災害派 遣医療チーム）など多種多様な支援者が、国の安全を守ろうと困っている同胞を救おう と、自らを感染の危険にさらしながらも昼夜を問わず互いに協力し合って活動していまし た。ところが、そういった活動に参加したスタッフに対して、帰郷後に厳しい風評被害が 待ち受けていた所があったようです。 今回、当院職員、その家族や出入りする多くの業者など関係者に広く感染の疑いがかけら
れて、誹謗中傷、差別などが発生しているようです。感染の拡大を防止するために不安を抱
きながら懸命に障がい者医療を支えようとしている一人ひとりに是非とも皆さんのお力添
えをいただき、これまでと変わらぬ温かいご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し 上げます。 

令和2 年4 月9 日   国立病院機構北陸病院院長 坂本 宏
